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症 例

咬合不調和を訴えた慢性関節リウマチ患者に対する補綴的治療例
福 原 隆 久1）　　松 下 至 宏2）　　山 内 六 男3）

Prosthetic Treatment for Chronic Rheumatoid Arthritis Patients Complaining 
of Occlusal Disharmony

FUKUHARA TAKAHISA1), MATSUSHITA YOSHIHIRO2), YAMAUCHI MUTSUO3)

臼歯部の咬合の不調和を訴えた慢性関節リウマチ患者 2名対して補綴治療により咬合の安定化を図り，良
好な経過を得たので報告する．
症例 1は49歳女性，症例 2は66歳女性で，咬合の不調和を訴えて朝日大学附属病院に来院した．いずれも
慢性関節リウマチにて加療中である．両症例ともに前歯部開咬で臼歯部の咬合接触数が少なかったが，自覚
的，他覚的に顎関節症の症状はない．X線写真で症例 1は両側顎関節に骨吸収を認め，症例 2は左側顎関節
部に骨吸収を認めた．両症例とも慢性関節リウマチによる顎関節の変形により生じた咬合不調和と診断した．
両側咀嚼，日中の噛みしめ禁止などの生活指導を行うとともに，補綴による咬合の回復を計画した．
症例 1ではクラウンおよびブリッジにより，症例 2では咬合調整により咬合の安定を図り，患者の満足を得た．
咬合接触分析装置の検査では術後には完全ではないものの咬合接触状態を回復していることを確認した．
今回の症例から咬合の不調和を訴える慢性関節リウマチ患者に対する補綴治療は，患者のQOLを高める
ためには有効な治療法である．

キーワード：慢性関節リウマチ，咬合不調和，補綴的治療

We report two cases of chronic rheumatoid arthritis patients complaining of molar occlusal dishar-
mony, who received prosthetic treatments to stabilize occlusion and achieved satisfactory outcomes.
Case 1 was a 49-year old female, and Case 2 was a 66-year old female. They visited Asahi University 

Hospital with a chief complaint of occlusal disharmony. They had been under treatment for chronic rheu-
matoid arthritis. Both patients had anterior open bites and a small number of occlusal contacts in molar 
regions. No subjective or objective temporomandibular joint (TMJ) symptom was reported, however. On 
X-ray images, bone resorption was observed in bilateral TMJ joints in Case 1 and in left TMJ joint in Case 2. 
Both patients were diagnosed with occlusal disharmony associated with TMJ deformity induced by chronic 
rheumatoid arthritis. Some lifestyle guidance including bilateral mastication and prevention of daytime 
clenching was provided along with a prosthetic-treatment plan to restore occlusion.
Their occlusions were stabilized with crown and bridge in Case 1, and with occlusal equilibration in 

Case 2. The patients were satisfi ed with the outcomes.
After the operation, restoration of occlusal contact, although it was not complete, was observed in a test 

using a device for occlusal contact analysis device.
Hence, it was revealed that a prosthetic treatment for chronic rheumatoid arthritis patients complaining 

of occlusal disharmony would be eff ective to improve their quality of life.
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 目 的

慢性関節リウマチでは顎関節症状を伴う場合がある
ことが報告されている1-6）．一方，顎関節にリウマチが
初発した場合には顎関節リウマチといわれるが，臨床
症状は慢性関節リウマチの顎関節症状と類似するもの
が多く7-12），その両者の鑑別診断は難しい場合が多い
と考えられる13）．すなわち，顎関節リウマチの典型的
な画像所見はなく，臨床症状などが根拠となるためで
ある14）．一方，慢性関節リウマチ，顎関節リウマチと
もに，咬合異常，特に開咬症を来す場合のあることが
報告されている1-12,15,16）．
慢性関節リウマチでの顎関節症状および顎関節リウ

マチの治療は，基本的には顎関節症と同じであり，臨
床症状や病態に応じて対応するが，顎関節強直症や著
しい下顎頭吸収による下顎後退を伴う開咬症を来した
症例では，観血的顎関節授動術や顎矯正手術，関節突
起再建術あるいは人工関節による置換術などが適用さ
れる9,14）．一方，開咬などの咬合異常を来した症例に
おいてはこれら外科的治療以外にも，スプリントなど
の保存療法7,10-12），矯正治療8），補綴的な治療17-19）によっ
て咬合の回復を行い良好な経過を得ている場合もあ
る．
今回，臼歯部の咬合の不調和を訴えた慢性関節リウ

マチ患者に対して補綴治療を行ったところ良好な経過
を得たので報告する．

症 例

症例 1：49歳女性，平成21年 4 月20日に本学附属病
院を受診した．他院にて咬合異常の主訴でバイトプ
レート装着，右下 5の全部鋳造冠を装着するも改善せ
ず，紹介により受診した．慢性関節リウマチにて19年
前から通院，加療中である．最大開口距離は40mmで，
自覚的，他覚的に顎関節雑音や疼痛はない．左右の 7
番のみ咬合し，前歯部は開咬状態であった（図 1）．
パノラマ X線写真，シュラー法X線写真，CT検査
により両側顎関節に骨吸収を認め，慢性関節リウマチ
による顎関節の変形と診断，両側咀嚼，日中の噛みし
め禁止などの生活指導を行うとともに，補綴治療を計
画した（図 2～ 4）．
症例 2：66歳女性，平成22年 6 月14日に本学附属病
院を受診した．右側での咀嚼ができないと訴えてい
た．慢性関節リウマチにて通院，加療中である．半年
前には左側に開口時痛，雑音があったが，現在はない．
最大開口距離は40mmで，運動もスムーズであった．
右側 6，左側 5 6 7 のみ接触しており，前歯部は開咬
状態を示していた（図 5）．パノラマX線写真で左側
顎関節部に骨吸収を認め，慢性関節リウマチによる左
側顎関節の変形と診断，両側咀嚼，日中の噛みしめ禁
止などの生活指導，バイトプレート装着，補綴治療を
計画した（図 6， 7）．

図 1．症例 1の初診時口腔内写真
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図 2 ．症例 1の術前パノラマX線写真

図 3．症例 1の術前のシュラー法X線写真

図 4．症例 1の術前 CT写真

図 5．症例 2の初診時口腔内写真
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治療および経過

症例 1ではスタディーモデルを咬合器に装着し，検
討した結果，補綴治療部位は両側の小臼歯から大臼歯
とした（図 8）．スタディーモデル印象時およびフェ
イスボートランスファー時に脱臼したが直ぐに整復し，
その後は開口量を規制して治療を行い，再発はなかっ
た．本症例では，以前バイトプレートでは効果がなかっ
たことから，まず，両側の全部鋳造冠，ブリッジを除
去し，両側の第 2小臼歯から第 2大臼歯までを暫間被
覆冠，暫間ブリッジに置換し，咬合の安定化を図るこ
とにした（図 9）．1ヶ月間装着し咬合調整を繰り返
し，咬合が安定し患者が不都合を訴えないことを確認
した後，最終補綴に入った．最終補綴物装着後 2週間
経過をみたが，小臼歯部の接触は弱かったものの，特
に患者が異常を訴えていないことから合着を行った（図
10）．咬合接触の確認では，両側 6，7番が接触していた．
最終補綴物で咬合調整を行ったところ，話しづらくなっ
たと訴えたが，噛みしめによると判断し，日中の噛み
しめ（TCH）20）をしないよう指導を行ったところ，消失
した．噛み合わせは良好とのことである（図11）．
症例 2では咬合が不安定であると判断しバイトプ

レートを装着し，咬合の安定性のチェックを行った．
バイトプレートを装着していると起床時には噛み合わ
せが少し楽であるとのことであった．その後，中心咬

図 8．症例 1の診断用ワックスアップ

図 9．症例 1の暫間被覆冠・ブリッジ装着時

図 7．症例 2の術前のシュラー法X線写真

図 6．症例 2の術前パノラマX線写真
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A

B

合位で装着した模型上にバイトプレートを装着して咬
合させると，口腔内と同じく両側の咬合接触が得られ
たことから，顎位は安定していると判定した．本症例
では，調整量も少なかったことから右側にコンポジッ

トレジンを添加し咬合を回復した（図12，13）．約 2
カ月間経過をみたが，調子が良く咬合接触も良好であ
り，このまま様子をみることとなった（図14）．

図10．症例 1の補綴処置終了時の口腔内写真 図11．症例 1の咬合接触のT-Scan による観察
A：術前　B：術後

図12．症例 2の診断用模型に装着したバイトプレート
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考 察

症例 2では過去に顎関節症の症状があったものの初
診時にはなかったこと，両症例ともに主訴は顎関節症
の症状ではなく咬合不調和であり，慢性関節リウマチ
の治療を受けており，かつ顎関節にX線的に退行性
変化21）を認めたことから，顎関節リウマチではなく慢
性関節リウマチによる顎関節の変形から生じた開咬と
診断した．日本顎関節学会の分類では顎関節リウマチ
は全身疾患に起因する顎関節・咀嚼筋の疾患あるいは
障害に入っており，慢性関節リウマチによる顎関節症
状との鑑別診断は難しいとされている14）．

一方，臨床症状やX線的に類似した所見を示す変
形性顎関節症患者やクローズドロック患者では開咬を
伴うことが多く，これらは二次性開咬あるいは後天性
前歯部開咬といわれており，その原因としては下顎頭
の骨吸収により，下顎骨体が咀嚼筋により回転するた
めと考えられており22-24），今回の症例でも下顎頭の骨
吸収が原因と考えられる．また，開咬を伴う変形性顎
関節症患者でも咬合の回復は症状の安定のためにも必
要とされている25,26）．慢性関節リウマチ患者における
咬合の回復には，スプリントなどの保存療法7,10-12），矯
正治療8），補綴的な治療17-19）が行われているが，明確
な治療法の選択基準はないようである．
症例 1では前歯部の開咬状態が著しく審美的にも問
題があったが，主訴が咀嚼しにくいことであり，年齢
と治療期間などを考慮して，矯正などは行わず臼歯部
の咬合接触を回復することを主眼においてクラウンと
ブリッジによる治療を行った．開咬を示す患者で大臼
歯部の咬合面を削合し咬合位を低下させ，離開して
いる小臼歯や犬歯を接触することも考えられるが，削
除量が多く歯髄処置が必要になることや歯冠長の過大
な短縮が生じることから，今回は行わなかった．その
ため，本来ならば犬歯までの咬合を回復し，顎関節症
を引き起こしにくい犬歯誘導咬合27）を付与すべきであ
るが，上下顎犬歯が大幅に離開していることから側方
運動は大臼歯部で誘導するようにした．また，咬合の
安定性を確認するためにはバイトプレートやゴシック
アーチトレーシングなどでの確認が必要とも考えられ
る23,28）が，以前バイトプレートを用いても咬合の安定
に効果がなかったと患者が述べており，まず暫間クラ
ウンと暫間ブリッジで咬合の安定と患者の咬合に対す
る感覚を確認した．その結果，患者が問題ないと確認
したことから最終補綴処置に入った．
症例 2では，以前バイトプレートを用いていなかっ
たこともあり，まずバイトプレートを装着し顎位の安
定性を確認したところ，現在の咬合位と違いがなかっ
たことから，その顎位での咬合接触を回復することを
考えた．また，開咬の状態が重症ではなかったので，
咬合調整で十分対応できると判定した．
咬合接触の確認には咬合紙が一般的ではあるが，信
頼性にはやや問題があることから，症例1では咬合接
触分析装置T-Scan29）を用い，症例 2ではシリコーンに
よる咬合接触分析装置アナバイタ―30）を用いた．その
結果，術後には完全ではないものの患者の満足する咬
合接触状態を回復していることが分かった．慢性関節
リウマチ患者では天然歯列者に比べて咬合力が低いこ
とが報告されており31），低い咬合力により不十分な咬
合接触でも患者の満足が得られたことが考えられる．

A

B C

図13．症例 2の咬合調整後の口腔内写真

図14．症例 2の咬合接触のシリコーンバイトによる観察
A：術前　B：術直後　C：術後1週間
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以上，今回の症例から咬合の不調和を訴える慢性関
節リウマチ患者に対する補綴治療は，患者のQOLを
高めるためには有効な治療法である．

結 論

咬合の不調和を訴える慢性関節リウマチ患者に対し
て補綴治療による咬合接触の回復により咬合の安定を
図り，患者のQOLを高めることができた．

本論文において，開示すべき利益相反状態はない．
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